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華圭

蔵同負 工i事
'l見

入  【消費税込み 。追加工事も含む総工事金額を記入】
備考 (値引き等)B 入金額 C 未収金額A 請負金額元請・下請

の別

新築・増築
・改築の別

工事期間発注者 。工事名称
百万 円 円

/～ /
円百万

元請・下請 新 増  改1

/～ /元請・下請 新  増  改2

新 増 改 /～ /元請 下請

年前

完年

成着

し工

た し

工
｀

事 当

3

/～ /元請 ,下請 新  増  改4

元請・下請 新  増  改 /～ /5

新  増  改 /～ /元請・下請6

新  増  改 /～ /元請 下請7

新 増  改 /～ /元請・下請8

/～ /元請 ,下請 新  増 改9

/～ /元請 下請 新 増 改10

/～ /元請 下請 新  増  改11

当

年

着

工

し

、
当

年

完

成

引

渡

し

た

工
事

12 その他雑工事等 (   件 )(注零 駐層撃
入J

(値引き計 )
円⑭ 工 事 収 入 計 (1 12)

⑫ △

月ヽ

計 値    引 金   額   計

完 成 工 事 収 入 ( )Al

2

*当年12月 31日現在で、完成し引渡した工事の中で、未収金があれば「未

収金額」欄に記入してください。

*請負金額の値引きがあった場合は、備考l開にそれぞれ記入し、その

合計を「値引金額計」欄に記入してください。
※8頁に①、①、①の

合計額を記入

1



入 金 額 当年末の未収金額 備考 (値引き等)注  文  者 工事期間 請 負 金 額

百万 円

月～  月
百万

1

円 円百万

当

年

着

工

し

、

当

年

完

成

し

た

工

事

△
口 計

雑 工 事 収 入 H月細  【消費税込み 。追加工事も含む総工事金額を記入】

12 1買の『その他雑工事等』欄に転記してください

-2-

自分自身の賃金収入
(常用で雇用された場合)

※8買に①、①、①の

合計額を記入

月男1 労働日数 収入金額 相手先等

1月 日
百 万 円

2月 日

3月 日

4月 日

5月 日

6月 日

7月 日

8月 日

9月 日

10月 日

11月 日

司2月 日

合計 日



工i事収入 【請求書の日付の月に記入】
得意先

月 男」

請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 1日現在
の未収金額

百万1  千■  円 百万 1  千 :  円 百万 1  千 1  円 百万 :  千 :  円 百万:  千:  円 百万!  千十  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

入金合計

12月 31日現在
の未収金額

1.得意先に出した請求書、領収書の「ひかえ」、入金先の通帳をそろえ、当年分の完成引

渡工事収入を請求書・領収書の金額に基づヤヽて記入してください。

2.値引きがあった場合は、請求金額の下に赤字で値引額を記入してください。

3.当年中に完成引渡をした工事の中で、12月 31日現在でまだ代金を受け取っていない場

合でも請求欄に金額を記入してください(当年の収入となります)。

4.前年に完成引渡をした工事の代金が当年になって入金された場合は1月 1日現在未収

金額の入金欄に金額を記入してください(当年の収入とはなりません)。

3-―



工i事うしヽ 【請求書の日付の月に記入】
得意先

月 男J 小  計①
請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 日ヽ現在
の未収金額

百万1   千1   円 百万 1  千十  円 百万:  十1  円 白力 :   弓!   円 百万!  千 1  円 百万 1  千 1  円 百万 1  キ :  円

1月

百万 円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

入金合計

12月 31日現在
の未収金額

-4-



工 事

'l又

入  【請求書の日付の月に記入】
得意先

月 男」

請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 1日 現在
の未収金額

百万 1  千 !  円 百万 1  キ 1  円 百万:  千!  円 百万 1  千 1  円 百万 i  千 !  円 百万 1  +1  円 百万1  千:  円 百万i  キI  円 千
1

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

入金合計

12月 31日現在
の未収金額

1.得意先に出した請求書、領収書の「ひかえ」、入金先の通帳をそろえ、当年分の完成引

渡工事収入を請求書・領収書の金額に基づいて記入してください。

2.値引きがあった場合は、請求金額の下に赤字で値引額を記入してください。

3。 当年中に完成引渡をした工事の中で、12月 31日現在でまだ代金を受け取っていない場

合でも請求欄に金額を記入してください(当年の収入となります)。

4,前年に完成引渡をした工事の代金が当年になって入金された場合は1月 1日現在未収

金額の入金欄に金額を記入してください(当年の収入とイまなりません)。

-5-



工i事わしκ 【請求書の日付の月に記入】
得意先

月 月1 小  計②
請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 1日現在
の未収金額

百万 !  千:  円 百万 :  千:  円 百万:  千:  円

1月
百万 千 円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

入金合計

12月 31日 現在
の未収金額

―-6



工 事
'l見

入  【請求書の日付の月に記入】
得意先

月 男J

請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 1日現在
の未収金額

百万 1  +:  円 百万 :  十 1  円 百万 :  千:  円 百万:  千!  円
百万 :  千1  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

入金合計

12月 31日現在
の未収金額

1.得意先に出した請求書、領収書の「ひかえ」、入金先の通帳をそろえ、当年分の完成引

渡工事収入を請求書・領収書の金額に基づいて記入してください。

2.値引きがあった場合は、請求金額の下に赤字で値引額を記入してください。

3.当年中に完成引渡をした工事の中で、12月 31日現在でまだ代金を受け取っていない場

合でも請求欄に金額を記入してください(当年の収入となります)。

4.前年に完成引渡をした工事の代金が当年になって入金された場合は1月 1日現在未収

金額の入金欄に金額を記入してください(当年の収入とはなりません)。

-7-



得意先

月 男」
小計③

合  計
(①十②十③)

請求 入金 請求 入金 請求 入金 請求 入金

1月 1日 現在
の未収金額

百万:  千:  円 百万 :  千1 
「

百万1  千1 
「

百万 :  千i  lT

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

請求合計

百万 円

入金合計

12月 31日 現在
の未収金額

工事収入 【請求書の日付の月に記入】

①売上(J又入)合計金額
【①十①十①】

百万 千 円

¬
①

※下欄に①、①、①の

合計額を記入

「

1頁①、2頁①、8頁①の合計金額を記入してください

-8-

← 30買収支計算書③欄に転記してください



イ士入 本オ】畔 【請求書の日付の月に記入】

仕入先

月 月」

支払支払 請求支払 請求支払 請求支払 請求請求

1月 1日現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

3月

9月

10月

11月

12月

1～ 12月

の合計

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

1.仕入先からきた毎月の請求書の「当月請求分」が記入する仕入金額になります (前月残

は除外してください)。 値引き、返品などの記載がある場合は、それを差し引いてください。

2.1月 1日 (期首)と 12月 31日 (期末)現在に未払い金額がある場合は、必ず記入してください。

3.請求書に、前年分の仕入れが入っている場合は、それを差し引いてください。

4.12月分請求額記入欄に、次年の請求書に含まれている12月仕入分があれば加算してく

ださい。

5.12月 31日現在の未完成工事分に係る仕入金額も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30貢で差し引きます)

-9-



イ士入 本オ剪畔 【請求書の日付の月に記入】

仕入先

月 男1
小 計①

支払支払 請求請求支払支払 請求請求

1月 1日現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1～ 12月

の合計

12月 31日現在
の未払金額

備  考

-10-



イ士入 本オ】畔 【請求書の日付の月に記入】

仕入先

月 男」

支払請求請求 支払支払請求支払支払 請求請求

1月 1日 現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1～ 12月
の合計

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

1.仕入先からきた毎月の請求書の「当月請求分」が記入する仕入金額になります (前月残

は除外してください)。 値引き、返品などの記載がある場合は、それを差し引いてください。

2。 1月 1日 (期首)と 12月 31日 (期末)現在に未払い金額がある場合は、必ず記入してください。

3.請求書に、前年分の仕入れが入っている場合は、それを差し引いてください。

4.12月分請求額記入欄に、次年の請求書に含まれている12月仕入分があれば加算してく

ださい。

5.12月 31日現在の未完成工事分に係る仕入金額も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30頁で差し引きます)

-11-



仕 入 オオ料  【請求書の日付の月に記入】
仕入先

月 男」

合 計
(①+② )小 計②

支払

現金買い

請求請求 支払支払請求

1月 1日現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

呵～12月
の合計

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

-12-

合計額Cが確定したら30貢収支計算書C欄に転記してください



列瞬主費  【請求書の日付の月に記入】
外注先

月 男u

請求 支払請求 支払支払請求 支払 請求請求 支払

1月 1日現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

J～ 12月
の合計

12月 31日現在
の未払金額

備 考

1.送られてくる請求書を、外注先ごとに整理し、請求額 (「当月請求分」のみ記入してくださ
い)に基づいて記入します。

2.1月 1日 (期首)と 12月 31日 (期末)現在に未払い金額がある場合は、必ず記入してください。

3.請求書に、前年分の外注費が入っている場合は、それを差し引いてください。

4.12月分請求額記入欄に、次年の請求書に含まれている12月外注費分があれば加算して

ください。

5。 12月 31日現在の未完成工事分に係る外注費も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30貢で差し引きます)

-13-



タロ生費  【請求書の日付の月に記入】
外注先

月 月」
小 計①

請求 支払支払支払 請求請求請求 支払

1月 1日現在
の未払金額

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1～ 12月

の合計

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

-14-



外注費 【請求書の日付の月に記入】
外注先

月 男J

請求 支払 請求 支払 請求 支払 請求 支払 請求 支払

1月 1日 現在
の未払金額

百万 :  千 :  円 百万:  千:  円 百万 1  千 :  円 百万:  千!  円 百万 百万 :  千:  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

刊2月

1～ 12月

の合計

12月 31日現在
の未払金額

備 考

1.送られてくる請求書を、外注先ごとに整理し、請求額 (「当月請求分」のみ記入してくださ
い)に基づヤヽて記入します。

2.1月 1日 (期首)と 12月 31日 (期末)現在に未払い金額がある場合は、必ず記入してください。

3.請求書に、前年分の外注費が入っている場合は、それを差し引いてください。

4.12月分請求額記入欄に、次年の請求書に含まれている12月外注費分があれば力Ⅱ算して

ください。

5,12月 31日現在の未完成工事分に係る外注費も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30頁で差し引きます)

15-一



外注 費 【請求書の日付の月に記入】
外注先

月 男U 小 計② 合 計
(①十②)

請求 支払 請求 支払 請求 支払

1月 1日現在
の未払金額

百万 :  千:  円 百万 1  千 :  円 百万 :  千 :  円 百万 円 百万 円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

1刊 月

12月

1～ 12月

の合計

E

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

合計額Eが確定したら30買収支計算書E欄に転記してください

-16-



外注工賃 lタト注工賃とは材料を含まない手間賃です。請求書と領収書・振込表等が必要】
外注先

請求 支払 請求 支払 請求 支払 請求 支払 請求 支払

1月 1日現在
の未払金額

百万 1  千 1  円 百万 :  千 :  円 百万 1  千 !  円 百万1  千:  円 百万 :  千 1  円 百万 !  千:  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1～ 12月

の合計

12月 31日現在
の未払金額

備 考

1.送られてくる請求書を、外注先ごとに整理し、請求額 (「当月請求分Jのみ記入してくださ
い)に基づいて記入します。

2.1月 1日 (期首)と 12月 31日 (期末)現在に未払い金額がある場合は、必ず記入してください。

3.請求書に、前年分の外注工費が入っている場合は、それを差し引いてください。

4,12月分請求額記入欄に、次年の請求書に含まれている12月外注工費分があれば加算

してください。

5,12月 31日現在の未完成工事分に係る外注工費も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30頁で差し引きます)

-17-



外注先

支払

△
口 計

請求請求 支払支払支払 請求請求
百万 円千 1  円

百万 :  千 i  円
1月 1日現在
の未払金額

百万 :  千十  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

F
1～ 12月

の合計

12月 31日 現在
の未払金額

備 考

外注工賃 【外注工賃とは材料を含まない手間賃です。請求書と領収書。振込表等が必要】

-18-

合計額Fが確定したら30買収支計算書F欄に転記してください



支 ヤム1妻金I【常用で支払った分 e常用の賃金は源泉徴収が必要です】

氏名

月別

合  計

年齢
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 茂 歳

扶養

家族等

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

1月
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 百万 円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

賞与

合計
D

源泉徴収
税額

注…年齢の欄には12月 31日現在の年齢を記入してください。

1.12月 31日現在の未完成工事分に係る支払賃金も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30頁で差し引きます) -19-

合計額Dが確定したら30頁所得計算書のD欄に転記してください



現場経費
0現場経費 とは、工事現場の運用 に必要な経費です
主なものとして、建設機器等のリース料、廃材処理費、仮設事務所

。仮設トイレ等の設置費用、

現場の損害保険料、工事現場での駐車場代、現場での茶菓子代、近隣
へのあいさつに係る費用などです。

※一般経費 (P21～ 24)と 二重に計上しないでください

△
計

不斗目

月別
百万  千   円百万   千   円百万1  千   円百万   千 1  円

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

H～ 12月

の合計

12月 31日現在
の未払金額

備 考

1.12月 31日現在の未完成工事分に係る金額も含めて記入してください。

(29頁で仕掛工事明細に抜き出し、30頁で差し引きます)

20-―

合計額Gが確定したら30頁の収支計算書G欄に転記してください



一△凋院箱&費電)【税込で記入】【事業と生活に共用しているものは按分割合を記入してください】

不斗目

給料賃金 貸倒金 地代 。家賃 希」子害!写 1琴斗 租税公課 荷造運賃

不課税 課税 課税 非課税 非課税 不課税 課税

事務職員給与・

賞与 (専従者給

写は除く)等
※源泉徴収が必要

貸倒れが確定し

た分、または不

渡手形等

作業所 。店舗の

家賃、車庫代等
地代、社宅等
借上料

事業用の借入金

の利子・手形の

割引料等

事業税
収入印紙等
消費税業者が申告
納付した消費税(注 1)

固定資産税 (注2)
自動車税
重量税 (注3)

荷造用の資材

支払った運賃

梱包代等

1月
百万 1  千 :  円 百万 i  千 1  円 百万1  千十  円 百万 :  千 !  円 百万1  千i  円 百万 :  千 :  円 百万 1  千 :  円 | 百万 :  千 i  円 百万 1  千 !  円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

小計

接分割合
事業分   °/o 事業分 O/0 事業分 %

合計
① ⑭ ⑮ ⑩ ④ 9

0支払額は消費税込みの金額で計算してください (税込経理)。
●課税・非課税は消費税課税取引判定表の取扱い。

(注1)消費税を税込経理している場合は、消費税納付金を租税公課として経費計上できます。
(注2)固定資産税は事業用資産にかかる税額が対象 (自宅を事業用に使用している場合は事業使用
割合に基づく)。

(注3)乗用車については、事業分のみを按分 (減価償去「の按分割合と合わす)して記入してください。

-21-



―▲凋院絹&費電)【税込・事業と生活に共用しているものは按分割合を記入してください】

広告宣伝費旅費交通費 通信費水道光熱費

課税課税 課税課税

電話代・切手・ハガキ代等電気・ガス 。水道代等

′よヽ 計
(a)求人広告代・

宣伝ポスター

名入手拭代等

出張旅費・職人
の通勤代・タク

シー代・現場へ

の交通費等

不斗目

月別

百万 :  千 1  円 百万 :  千 十  円 | 百万 :  千 1  円百万 :  千 十  円

1月
百万 円 百万 :  千 :  円百万 1  千 !  円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

小計

%1事 業分   %1事 業分   %事業分   %1事 業分事業分 %1事 業分   %事業分   %
按分害」合

(a)

○

合計
⑥

督豊3島a島邑鼻弓轟桑暴毒擢畠疑毘晃褻森樫基巻預ぞ象塚拿昼ち舞
い、事業使用分を経費に計上します。

各費用の合計が確定したら収支計算書

―…22-―

に転記します。

(30頁 )



―▲凋院絹[費C)【税込 。事業と生活に共用しているものは按分割合を記入してください】

不斗目

月別

接待交際費 損害保険料 修繕費 消耗品費 福利厚生費

課税  1 非課税 非課税 課税 課税 課税  1 非課税

事業関連の中元 商品券・

祝い・香典等歳暮・接待交際費等
|

現場・作業所等の火

災保険料等 (自宅用
は除く)、 自動車任
意保険・自賠責保険

道具・備品等の

修理代・

車検代 (重量税
自賠責除く)

文房具 。10万円未満または耐用年数
1年未満の工具・備品等、ガソリン代

職人の茶菓子代
・慰安旅行費等
(注 )

1頌謎縫線解
1雇用保険建退共
|(事業主負担分のみ)

1月
百万 i  千 1  円 百万 i  千 1  円 百万 1  千 十  円 百万 1  千 1  円 百万 :  千 1  円 百万 1  千 :  円 百万 1  千 十  円 百万 :  千 1  円 百万 1  千 :  円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

小計

按分割合
事業分   %1事 業分   %1事 業分   %

合計
① ⑫ ∪ (ヌ) υ

(注5)福利厚生費は19頁の支
払賃金に計上がある場合に限

ります。ない場合は接待交際
費に計上してください。

―-23



―凋院霜鈍費C)【税込。事業と生活に共用しているものは按分割合を記入してください】

科 目

支払手数料 諸会費
雑費

小 計
(b)

合 計
(a+b)

課税 課税 非課税

振込手数料・

リベー ト・

その他の支払

手数料

研修会費 1督喜専撹用養醤等
|(国保料等除く)

t露晃竪季露泳塾通藝は

'塚

ぁ鶴寒羅覺各警握之森瞥誓
由に設定してください。

まれに発生する

必要経費

1月
百万1  千i  円 百万 1  千 i  円i 百万 1  千 i  円 百万

1  千1  円 百万1  千 1  円 百万1  千1  円

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

小計

按分割合

合計
② ② ① (ヨD Э ⑫

各費用の合計が確定したら収支計算書 (30貢 )

に転記します。
4ニ リベートは相手を特定できることが必要です。

―-24-―



減価償却の計算のしかた
1・桑縄傷将孜皇q縞指露調写T謎竺;詠プ攣争:陥 補架F蘇鶯撃霧母年禦鞠
のものは、その年の経費 (19頁 1の消耗品費等)と なります。
2.西路瘍霜雪雅デ投際振審緑息朱廃證響見ゴ牟季妊軍檀覇ぁ写選F蕎妥F語腎年鍛建
過時点において1円 まで償却することができます。

3.纂翠轟務堡広豪響系亀爾華客名妖薪雪難島僧簸盈デ講謝鱒鷲香a標
に取得 した建物は定額法に一本化されました。

定額法による計算方法は次のとお りです。

数//12ヶ 月 =償去「額
4.吾
慕族婁霧幹声

る場合は購入 した年の翌年の3月 15日 までに償去「方法の届出書の提

5.定

(取得価格 X償却保証率 =償却保証額 )

※旧定率法                  した月数/12ヶ 月 =償却額

6

、下記の 式により した

却することができます。

狩事        動車、建物などで事業に使用してい悧

8拿客み善理を数燿E塗場碁鍵ギ罠岳絡乳纂駁慕界議魂
Oき

は、その後の使用年教を
最奪魯碁窪房緑用
年
警象
することができます。最低2年。

銭取繁課軽亀徒鞠畿膊 叢剥斧   X聟雀好3年
Ю.響抵隼ζネ臨 載青総鯛 肯至言喜名こ取得した30万円未満の小額
償去「資産は全額を即時償去Fで計上できます。

平成電9年4月 1日 以降に取得 した滅価償却資産については、新償却率 (下表参照)を

盾路讐笞舞蝿簿ヨ壱襦糧薪鍛駆鋪憲
～に言己入 してください。

種
類 構 造 又 は 用 途 語田   目 耐用

年 豹 ″ 箱 声 黙

草

西
お
よ
ひ

屋
般
車

運送業以外の自動車

お台排夕元E言 660cc'又 可ヽ の
ノ」ヽ 型 自 動 車
賓
~'十

夕Jr~タンブ黄あもの
~

自動車 「
~そ
あィ也のもあ
~

そ の 他 の 自 動 車
二 輪 又 は三 輪 自動 車

4

4
5
6
3

0250

0250
0200
0167
0334

0625

0625
0500
0417
0833

機
械
及
び
装
置

□
叩 8 0125 0313

偏
設
装
用

又
業

目
Ａ４連

家
製 昇 降 盤 、手 押 しカンナ 11 0091 0227

金属製
又は建
家具もしくは建具
築金属製造設備

家 具 又 は 装 備 品
製 造 業 用 設 備
金属製品製造業用設備

0091

0100

0227

0250
そ の 他 の 製 畜 業 設 骨 製 造 設 備 0112 0278

総 合 工 事 業 用 設 備
可搬式コンベア、ミキサー
ランマーコンプレッサー筆

6 0167 0417

器
具
・部
品

家具、電気、ガス機器 謝ど節語I薪線 ::I

冷蔵庫 。洗濯機 その他機器

6
15
8
6

0167
0067
0125
0167

0417
0167
0.313
0417

事 務 機 器

コ ピ ー 機 。 FAX
そ の 他 事 務 機 器
パ ソ コ ン

5

4

0200

0250

0500

0625

に

して

を ヤヽ 、 1

両ヽす用 年 数 表 (抜すい)(建物は定額法のみ) ※平成19年4月 1日 以後取得の資産用 〔旧定額法。旧定率法の償却率等はP28〕

Vヽ の

ている

種
類 構 造 又 は 用 途 細   目

耐用
年数

イ賞 日憂宦玉

Яヨ懸R 定 率

建

物

鉄筋鉄骨
又は鉄骨

コンクリート造り
コンクリート造り
のもの

事

住 宅
店
工 場 、
童

作 業 場

所
仝

舗

庫
庫

39
38
38

0020
0022
0026
0027
0027

0050
0053
0064
0066
0066

金
属
造
り
の
も
の

骨格材肉厚4ミリ
メートル超

事

店 舗 、

工 場 、

務    所
住 宅 、 寄 宿 舎
作 業 場 、 倉 庫

38
34
31

0027
0030
0033

0074
0081

同上で
3ミリメートル超
4ミリメートルまで

事    務    所
店 舗 、 住 宅 、 寄 宿 舎
工 場 、 作 業 場 、 倉 庫

30
27
24 0042

0093
0104

同上で
3ミリメートル以下

事    務    所
店舗、住宅、寄宿合、倉庫
工 場 、 作 業 場 、 車 座

9
7
1

1

0046
0053
0059

0114
0132
0147

木造又は
合成樹脂造りのもの

事
チ言台甫
工 場
車

務    所
、住 宅 、 寄 宿 舎
、 作 業 場 、 倉 庫

庫

24
22
15
17

0042
0046
0067
0059

04
14

0147

木造モルタル造りのもの

事    務    Pチ ヤ
店 舗 、 住 宅 、 寄 宿 舎

工 場 、 作 業 場 、 倉 庫
童        度

22
20
呵4
15

0046
0050
0072
0067

0114
0125
0179
0167

物
属
備

建
付
設

フK、 衛生、カス設備 15 0067 0167

冷・暖房・通風、ボイラー設備 齢
一の
「
一も
聰
一の
滋
一他
細
げ
絨
π

13
15

0077
0067

0192
0167

―-25-一



減価償却費

A:平成19年 3月 31日以前取得分

①減価償却資産名
面積又
は数量

②
取得
年月

③取得価額 ④靱誂 a
償却
方法

耐用

年数
⑤償去Π率⑤

当年の

使用月数
⑦本年分の償却額
(④×⑤×⑥)
③露義蕃③

本年分の必要経費
算入額(⑦×①)

⑩
未償去「

残高
備  考

新品

中古
年 月

百万 1  千 :  円
定額 定率 /12

% 百万 円 百万 1  千 :  円

新品

中古

定額 定率 /12

新品

中古

定ブ額 定率 /12

新品

中〒イ

定額 定率 /12

新I鷺

中古

定額 定事 /12

新品

中古

定額 定率 /12

B:平成19年 3月 31日 以前取得分 (前年末時点の未償却残高が取得価格の5%に達してし`るもの)

①減価償却資産名
面積又
は数量

②
取得
年月

③取得価額 軽繰謎背 ⑤
当年の

使用月数
⑤本年分の償却額
④×(⑤/60)
⑦露甍蕃③

本年分の必要経費
算入額(⑥×⑦)

③
未償却
残高

備 考

新品

中古
年  月 /12

% 円 百万 1  千 1  円

新品

中古

/12

新品

中古

/12

新品

中古

/12

新品

中古

/12

新品

中古

/12

①当年分の減価償却費

26-―

※①はA、 Bの合計です。



減価償却費
Ci平成19年4月 1日以降取得分

①減価償却資産名
面積叉
は数量

②
取得
年月

③取得価額
償却
方法
耐用

年数
④償去R率 ③

当年の
使用月数
⑥本年分の償去,額
(③×④×⑤)
⑦露輩蕃③

本年分の必要経費
算入額(⑥×②)

③
未償却
残高

備  考

新品

中古
年  月

百万 1   千 円

定額 定率 /12
% 百 万 円 百万 1  千 !  円

新品

中古
定額 定率 /12

新品

中古
定額 定率 /12

新品

中古

定額 定率 /12

新品

中古
定額 定率 /12

弟r品

中古
定額 定率 /12

新 品

中古

定額 定率 /12

新品

中古

定額 定率 /12

新品

中古

定額 定率 /12

新品

中古
定額 定率 /12

新品

中古
1/3 (③×④) ―括償却試算

合  計 ①当年分の減価償却費

⑬(0+① )当年分の減価償去l費●償却最終年の使用月数は12/12と 記入する。
0中古の場合は、取得日までの経過年月を備考欄に記入する。
●合計した減価償却費を30頁収支計算書④に転記してください。

―-27-―



減価償却資産の償却率表

耐用

年数

平成19年4月 1日 以後取得 平成19年 3月 31日 以前取得

定額法

償却率

定率法

償却率 改定償去]率 保証率

旧定額法
償 去]率

旧定率法
償 却 率

２

３

４

５

６

７

８

９

掏

１

２

３

４

５

６

７

‐８

‐９

２０

郷

２２

２３

２４

２５

２６

0500

0,334

0250

0200

0167

0143

0125

0112

0100

0.091

0084

0.077

0072

0067

0063

0059

0056

0053

0050

0.048

0046

0044

0042

0040

0039

1 000

0。888

0625

0500

0417

0,357

0313

0278

0250

0227

0208

0192

0179

0167

0156

0.147

0139

0132

0125

0119

0,114

0.109

o104

0100

0096

0500

0,333

0250

0200

0166

0142

0125

0.111

0100

0.090

0083

0076

0071

0.066

0062

0.058

0.055

0052

0050

0.048

0046

0044

0.042

0040

0039

0684

0,536

0438

0369

0319

0280

0250

0.226

0206

0139

0175

0162

0152

0142

0134

0127

0司 20

0.114

0109

0104

0099

0095

0092

0,038

0085

1000

1000

1000

0500

0500

0334

0,334

0334

0250

0250

0.200

0200

0200

0167

0.毒 67

0143

0143

0143

0,125

0125

0コ 12

01¬ 2

0112

0100

002789

005274

0.06249

005776

005496

005111

0.04731

004448

004弱 23

003870

0.03633

003389

003217

003063

0.02905

002757

0.026轟 6

002517

002403

002296

0,02226

002157

0.02053

001989

耐用

年数

平成19年 4月 日ヽ以後取得 平成19年3月 31日 以前取得

定額法
償却率

定率法

償却率 改定償却率 保証率

旧定額法

償 却 率

旧定率法

償 却 率

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

0038

0.036

0035

0034

0033

0.032

0031

0030

0029

0028

0028

0027

0026

0.025

0025

0024

0.024

0,023

0023

0,022

0.022

0.02重

0021

0020

0093

0089

0086

0083

0031

0,078

0076

0074

0071

0,069

0.068

0,066

0064

0.063

006職

0.060

0053

0.057

0056

0,054

0053

0.952

0051

0050

0100

0,091

0091

0.084

0084

0.034

0077

0,077

0072

0.072

0072

0.067

0.067

0067

0063

0.063

0059

0059

0059

0056

0056

0053

0053

0053

001902

001866

001803

0,01766

001688

001655

001585

00呵 532

001532

001494

001425

0.01398

001370

0,013将 7

001306

0,01261

001248

0.01210

001175

0.01175

001153

0,01126

001102

0.01072

|

0037

0.036

0035

0034

0033

0,032

0031

0030

0029

0,028

0027

0027

0026

0025

0025

0,024

0024

0023

0023

0022

0022

0021

0021

0020

0082

0079

0076

0074

0072

0.069

0067

0066

0064

0062

0060

0059

0057

0056

0055

0053

0052

0051

0050

0.049

0048

0,047

0046

0,045

|

28-―



期首 (1月 1日 現在)棚卸高
A 円

口
印 名

期末 (12月 31日 現在)の棚卸高

数 量 単 価 金   額
山 カ

期 末 棚 卸 高 合 計 額 H

材 料 等 利用卸 表
・ Aを 30頁の収支計算書A欄に転記 Aは前年の期末 (12月 31日現在)棚卸高です。

(注)単価はその年の最後に仕入れた金額にすること。Hを 30買の収支計算書Hに転記

家事消費分 (材料を自宅用などに使用した場合)の収入計上

家事消費分の収入計上金額 ●o頁収支計算書②に転言D

円

事業用の材料を自宅 。作業場の改築、仕事以外に使用 した場合は、使用 した

材料の仕入価格相当分を収入に計上 します。

※但し、予め自宅改築用など、事業用とは別に仕入れた材料代は「収入」や「家事消費」と

して計上する必要はありません。

仕 彗卜工 事 明細 【12月 3登日に完成しなかった工事】

・ Bを 30頁の収支計算書B欄に転記    Bは 前年の期末 (12月 31日 現在)仕掛工事です。

期首仕掛工事額
B 円

期末仕掛工事明細

請 負先氏名

請 負 金 額 円 円 円

工事予定期間 月～  月 月～  月 月～  月

前 受 金 額 円 円 円

Iを 30買の収支計算表 Iに転記

円

材

料

費
合 計 ①

外

注

費

（外
注
工
費
）
合 計②

労

務

費
合 計③

現
場
経
費
合 計④

(

計
(ζ))

A B C

期末仕掛工事額 (A+B+C) I

―-29-― ※9～20頁に含めた仕掛工事分を現場別に抜き出してください。



収支計算書 年1月 1日 ～12月 31日

金  額 (円 )不斗    目金  額 (円 )驀斗    目
④租 税 公 課

①売 上 (収 入 )金 額
O荷 造 運 賃

②家   事   消   費
○水 道 光 熱 費③そ の 他 の 収 入

○旅 費 交 通 費④計 (① キ ② 十 ③ )

収
入
金
額

⑥信 費通食期 首 棚 卸 高

⑥広 告 宣 伝 費B期 首 仕 掛 工 事

①接 待 交 際 費⑤
B

期

〇損 害 保 険 料C材 料 仕 入 高

②繕 費修D労 務 費 (支 払 賃 金 )

①消 耗 品 費E費狂タト

⑦福 利 厚 生 費F外 注 工 賃

②支 払 手 数 料G現 場 経 費

②費諸
△
石⑥

原入
GC

②⑦小 計 (⑤ +⑥ )

③H期 末 棚 卸 高

②
I期 末 仕 掛 工 事

⑫費雑③
品

ＩH
⑦

の

そ

の

他

の

経

費

③

売

上

原

価

差 引 原 価 (⑦ 一 ③ )

④

経

費

で の⑩差 引 金 額 (④ 一 ③ )

⑩
の従

⑪給   料   賃   金
⑩専 従 者 控 除⑬減 価 償 去,費
⑪所 得 金 額 (⑬ 一 ⑩ )⑭金佳」貸

⑮地 代 家 賃

④

経

　

費

禾」  ど子   害1   写1   米斗
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